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春
は
引
っ
越
し
の
季
節
で
す

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
?

3
月
末
か
ら
4
月
は
引
つ
越
し
シ
ー
ズ
ン
。
引
つ
越
し
の
際
は
、
必
要
な
手

続
き
を
忘
れ
ず
に
行
。て
く
だ
さ
い
。
こ
の
時
期
、
区
役
所
で
は
転
入
・
転
出・

転
居
な
ど
諸
手
続
き
を
す
る
方
も
倍
増
し
、
本
庁
舎
の
窓
口
も
大
変
混
雑
し
ま

す
。
多
く
の
手
続
き
は
本
庁
舎
ま
で
出
向
か
な
く
て
も
、
各
区
民
事
務
所
で
で

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
近
く
の
区
民
事
務
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住
民
登
録

住
民
基
本
台
帳
(
住
民
票
)
は
、
住

所
や
家
族
構
成
な
ど
の
居
住
関
係
を
証

明
す
る
も
の
で
す
。お
子
さ
ん
の
就
学
、

選
挙
人
名
簿
の
登
録
、国
民
健
康
保
険
、

国
民
年
金
な
ど
の
基
礎
と
な
り
ま
す
の

で
、
住
所
や
世
帯
構
成
な
ど
が
変
わ
っ

た
と
き
は
、届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い

最
近
、
首
都
圏
で
本
人
に
な
り
す
ま

し
た
第
三
者
に
よ
る
虚
偽
の
住
所
変
更

届
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
不
正
防
止
の

た
め
、足
立
区
は
住
所
変
更
届
の
際
に
、

健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
届

出
人
の
身
分
を
証
明
す
る
も
の
を
確
認

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
面
倒
を

お
か
け
し
ま
す
が
、皆
さ
ん
の
住
民
票
を

守
る
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
票
の
写
し
の
交
付

申
込
=
各
区
民
事
務
所
(
表
2
)

手

数
料
1
1
通
3
0
0円

圏
土
曜
日
の
取
り
次
ぎ
交
付

事
前
に
電
話
で
区
民
事
務
所
(
表
2
。

中
川
・
伊
興
区
民
事
務
所
を
除
く
)
に

申
し
込
む
と
、そ
の
区
民
事
務
所
に
隣

接
し
て
い
る
「文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社

施
設
な
ど
」で
。土
曜
日
に
受
け
と
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。申
込
日
時
=
月

曜
～
金
曜
日
、午
前
9
時
1
午
後
4
時

交
付
日
時
=
土
曜
日
、午
前
9
時
～
午

後
5
時
(
宮
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館

は
、午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
)
交
付

時
必
要
な
も
の
=
本
人
の
確
認
で
き
る

も
の
(
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な

ど
)
と
手
数
料
(
1
通
3
0
0円)

・
郵
送
受
け
取
り

申
込
―
住
所
、
氏
名
(
押
印
し
て
く
だ

さ
い
)
、
電
話
番
号
、
使
用
目
的
、「
住

民
票
を
○
通
」
と
明
記
し
、
切
手
を
は

っ
た
返
信
用
封
筒
(
あ
て
名
を
明
記
)

と
手
数
料
(
定
額
小
為
替
を
1
通
に
つ

き
3
0
0円)
を
同
封

※
区
内
郵
便
局
に

あ
る
「
郵
送
用
の
申
請
書
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

申
込
彑
尸
籍
住
民
課
住
民

記
録
係

〒
1
2
0・8
5
1
2

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

印
鑑
登
録

印
鑑
登
録
証
明
一
は
不
動
産
の
登
記

申
請
な
ど
重
要
な
手
続
き
に
使
わ
れ
ま

す
。本
人
が
知
ら
な
い
う
ち
に
登
録
さ

れ
な
い
た
め
に
、印
鑑
登
録
の
受
け
付

け
は
特
に
慎
重
に
取
り
扱
っ
て
い
ホ
y
。

・

登
録
す
る
に
は

▽
登
録
で
き
る
方
・・
-区
内
に
住
民
登

録

、
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
1
5
歳
以

上
の
方

▽
印
鑑
登
録
の
手
続
き
・
:
ま

ず
、
本
人
自
ら
の
登
録
申
請
が
必
要
で

す
(
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要
)
。
申
請

さ
れ
た
登
録
に
つ
い
て

、
本
人
に
対
し

区
か
ら
確
認
文
書
を
郵
送
し
ま
す

。
本

人
の
申
請
に
間
違
い
な
い
場
合
に
は

、

同
封
の
回
答
書
を
お
持
ち
い
た
だ
き

、

こ
の
時
に
登
録
を
受
理
し
印
鑑
登
録
証

を
交
付
し
ま
す

。
た
だ
し

、
本
人
が
申

請
す
る
場
合
で

、
官
公
署
の
発
行
し
た

免
許
証

、身
分
証
明
一

で
写
真
が
あ
り

、

不
正
防
止
の
処
置
が
さ
れ
て
い
る
も
の

(
運
転
免
許
、
パ
ス
ポ
ー
ト
)

で
本
人

確
認
で
き
る
と
き
は
即
日
登
録
が
で
き

ま
す

▽
必
要
な
も
の
・・・
印
鑑
(
実
印
)

と
手
数
料
5
0
円

圖
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行

必
ず

、
印
鑑
登
録
証
を
お
持
ち
く
だ

さ
い

。
印
影
の
証
明
窓
の
発
行
で
す
の

で

、
登
録
印
(
実
印
)
は
い
り
ま
せ
ん

。

手
数
料
=
1

通
3
0
0円

住

民

登

録

と

印

鑑

登

録

の

お

問

い

合

わ

せ

は

戸

籍

住

民

課

住

民

記

録

係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ま
た
は
、各
区
民
事
務
所
(
表
2
)

表1　 引っ越ししたときに必要な手続

※ 引つ越しのときは、郵便局への届もお忘れなく
※ 粗大ごみは粗大ごみ受付センター( O5296- 7000) へ

表2　 区民事務所一覧および住民票土曜日交付施設
『
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で

選
挙
で
す
』

(統
一
地
方
選
挙
啓
発
標
語
　
千
住
元
町
在
住
、
南
雲
敏
子
さ
ん
の
作
品
)

4
月
1
1日

東
京
都
知
事
選
挙

4
月
2
5日

足
立
区
議
会
議
員
選
挙

訂
正

と
お

わ
び

あ
だ
ち
広
報
3
月
1
0ぼ
号
の
4
面
に

掲
載
し
た
予
算
特
集
の
「
乳
幼
児
医
療

費
助
成
」
の
内
容
に
誤
ひ
が
あ
り
ま
し

た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
わ
び
し

ま
す
。

【
正
】
「所
得
制
限
な
し
」を
o
歳
か
ら

4
歳
未
満
ま
で
に
拡
充
し
毒
y

【
誤
一
「
所
得
制
限
な
し
」
を
0
歳
か
ら
4

歳
ま
で
に
拡
充
し
ま
す

な
お
、1
1年
度
予
算
(
案
)
は
第
1

回
区
議
会
定
例
会
で
審
議
中
で
す
。

葦
立
ち

花
だ
よ
り

あ
だ
ち
広
報
に
「花
だ
よ
り
」

の
掲
載
が
始
ま
っ
て
一
年
に
な
り

嫐
y
。私
も
毎
回
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
感
想
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。こ
の
コ
ラ
ム

に
美
し
い
花
の
絵
を
添
え
て
く
だ

さ
い
ま
す
の
が
、
偶
然
に
も
「
花

だ
よ
り
」
と
い
う
ア
マ
チ
ュ
ア
の

絵
の
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
で
す
。

こ
の
機
会
を
お
借
り
し
て
、
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

3
月
も
半
ば
を
過
ぎ
て
、
各
地

の
花
だ
よ
り
も
し
き
り
で
す
が
、

花
粉
症
の
方
に
は
つ
ら
い
季
節
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
年
は
暖
冬
ら

し
く
開
花
時
期
も
早
い
よ
う
で

す
。
エ
ク
ス
プ
レ
ス
3
月
1
日
号

で
、
区
内
の
桜
の
名
所
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
し
た
。
3
月
中
旬
か

ら
咲
く
寒
緋
桜
に
始
ま
っ
て
、
染

莖
腓

、
そ
し
て
様
々
な
八
重
桜

と
、
4
月
下
旬
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

桜
に
続
い
て
公
園
は
、
区
の
花

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
時
季
を
迎
え
ま

す
。区
内
公
園
で
は
4
種
類
ほ
ど
、
2

万
5
千
を
超
え
る
花
が
咲
き
覲

い
ま
す
。
も
と
も
と
栽
培
用
の
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
は
ト
ル
コ
が
原
産

で
、そ
の
語
源
も
ト
ル
コ
語
の
「
チ

ュ
ル
ベ
ン
ト
」(タ
ー
バ
ン
)
か
ら

き
て
い
る
そ
う
で
す
。
我
国
に
は

幕
末
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
輸
入
さ

れ
、
や
が
て
全
国
に
広
ま
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
足

立
は
温
室
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
栽
培
発

祥
の
地
で
も
あ
ひ
ま
す
。

春
の
公
園
で
の
ひ
と
時
、
お
楽

し
み
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

。

区
長
　
吉
田
万
三

世帯と人口 ( 11年3 月1 日現在　外国人含む)　 世帯数: 272, 004　人口: 635, 658人( 男: 321, 806 人, 女: 313, 852人)
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保

健

福
祉
ガ
イ
ド

(老
)
(福)の
医
療
費
の
自
己

負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

老
人
医
療
証
・
卷
医
療
証
を
お
持
ち

の
方
が
医
療
機
関
な
ど
に
か
か
っ
た
と

き
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
、4
月

か
ら
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
薬
局
な

ど
の
外
来
薬
代
、
入
院
食
事
代
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
か
か
り
ま
す
。ま
た
、

差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
保
険
の
き
か
な
い

も
の
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
老
人
医
療
証
で
入
院
し
た
と
き
の
自

己
負
担
金
が
減
額

対
象
―
世
帯
全
員
が
非
課
税
の
方
。
別

住
所
で
も
、
健
康

保
険
や
税
金
の
扶

養
者
、
生
活
費
の

大
半
を
援
助
し
て

い
る
方
も
含
む

減
額
内
容
=
①
同

一
医
療
機
関
等
の
1

ヵ
月
分
の
医
療

費
の
上
限
が
3
万
5

千
槇
円
へ
(
4

月
か
ら
)
②
食
事

代
が
1
日
瑚
円
か

ら
6
5
0円へ
。1
年
以
内
の
入
院
日
数
の

合
計
が
9
1日
以
上
の
と
き
は
5
0
0円

減

額
認
定
証
発
行
=
申
請
に
よ
り
、
そ
の

月
の
初
日
か
ら
有
効
と
な
る
認
定
証
を

発
行

問
先
l
医
療
助
成
係

表1　 医療費 の自 己負 担額の変更

保
育
の
ご
案
内

保
育
園
の
ほ
か
に
も
、
区
の
制
度
に

基
づ
き
乳
幼
児
保
育
を
し
て
い
る
施
設

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
保
育
マ
マ
(
家
庭
福
祉
員
)

区
登
録
の
保
育
マ
マ
の
自
宅
で
3
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
を
保
育
し
ま
す
。

・
保
育
室

小
規
模
の
保
育
所
で
、3
歳
未
満
の

お
子
さ
ん
を
保
育
し
ま
す
。

・
児
童
緊
急
I
時
保
護

保
護
者
が
出
産
、
病
気
な
ど
で
、
養

育
に
お
困
り
の
家
庭
の
乳
幼
児
を
一
時

的
に
保
育
し
ま
す
(
保
護
者
が
就
業
す

る
た
め
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
)
。

問
先
―
保
育
振
興
佩
ま
た
は
福
祉
事
務

所
(
表
2
)

表2　 福祉事務所一覧

中
途
失
聴
者
・

難
聴
者
手
話
講
習
会

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、仲
間
づ
く

り
の
講
習
会
で
す
。日
時
1
5
月
1
2

日
～
1
2
年
3
月
8
日
の
水
曜
日
(
全
2
0

回
)
、午
後
2
時
～
4
時
対
象
―
事
故

・
疾
病
な
ど
で
聴
覚
障
害
を
も
つ
、
自

力
で
通
え
る
区
内
在
住
の
方

場
所
=

竹
の
鑞
障
害
福
祉
館

定
員
=
2
0人
程

度

費
用
=
テ
キ
ス
ト
代
等
自
己
負
担

(千
円
程
度
)

期
限
1
4
月
1
2日

申
・
問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー

昔
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

豐
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

対
象
=
2
0
歳
～
4
0
歳
く
ら
い
の
方
内

容
1
心
身
障
害
者
の
生
活
指
導
な
ど
の

訓
練
期
間
a
4
月
～
8
月
勤
務
時

間
=
月
～
金
曜
日
、
午
前
1
0時
4
0分
I

午
後
3
時
4
0分

定
員
1
2
人

報
酬
1

時
給
7
9
0円

申
・
問
先
―
西
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

豐
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

す
く
す
く
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、子
育
て
の

情
報
交
換
や
学
習
を
し
て
友
達
の
輪
を

ひ
ろ
げ
ま
せ
ん
か
。日
時
=
1
回
目
…

4
月
1
4
日
㈲
、午
前
1
0
時
3
0
分
～
正
午

/
2
回
目
以
降
・
・
・
4
月
～
9
月
の
毎
月

第
2
・
第
4
水
曜
日
対
象
―
第
1
子

で
1
歳
6
ヵ
月
～
2
歳
の
幼
児
と
そ
の

母
親
(
中
央
本
町
保
健
相
談
所
管
内
在

住
者
)

定
員
=

親
子
4
0
組
(
先
着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

場
・
申

・
問
先
1

中
央
本
町
保
健
相
談
所

豐
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

1
1年
度
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
習
予
定

講
習
の
年
間
予
定
(
表
3
、4
)
で

す
。
募
集
月
の
「
あ
だ
ち
広
報
」
を
ご

覧
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
都
合
に
よ
り
日
程
等
が
変
更
に
な
る

場
合
あ
り

問
先
=
高
齢
福
祉
計
画
係

表3　2 級課程( 130時間コース)

表4　3 級課程( 50 時間夜間コース)

※各回定員60人( 家政婦紹介所等推薦分30
人を除く、一般分30人を公開抽選)

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
こ・
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

高齢者在宅サービスセンター・在宅介護支援センター

4 月の家族介護者教室のご案内

障害別福祉相談
障害にかかわる生活経験を持ち、 都から委
嘱を受けた相談員が、障害のある方の生活上
の問題を解決するための相談を行います。
日時等一下表

4 月の相 談実施日

上
沼
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業

4
月
1
日
(予
定
)
事
業
計
画
の
決
定
公
告

区
施
行
の
上
沼
田
南
土
地
区
画
整
理

事
業
が
、4

月
1

日
(

予
定
)

事
業
計

画
の
決
定
公
告
に
よ
り
始
ま
り
ま
す

。

ぼ
施
行
で
は
、
高
野

、
佐
野
六
木
地

区
に
次
い
で
三
番
目
の
施
行
と
な
り
ま

す

。
決
定
公
告
以
後
、
地
権
者
の
皆
さ

ん
の
代
表
で
あ
る
土
地
区
画
整
理
審
議

会
と
相
談
し
な
が
ら
安
全
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す

。

・

事
業
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す

▽
土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称
・
・
・
東
京

都
市
計
画
事
業
上
沼
田
市
土
地
区
画
整

理
事
業
▽
施
行
者
の
名
称
・
・
・
東
京
都

足
立
区
▽
施
行
地
区
・
:
足
立
区
江
北

三
丁
目
、四
丁
目
お
よ
び
五
丁
目
の
各

一
部
▽
事
業
施
行
期
閧
…
1
1
年
4
月

1
日
～
2
0
年
3
月
3
1
日
▽
事
務
所
の

所
在
地
・・・
東
京
都
足
立
区
中
央
本
町
一

丁
目
1
7番
1
号
足
立
区
役
所
内

▽
事

業
計
画
の
決
定
年
月
日
…
1
1年
4
月
1

日
(
予
定
)

・

「
事
業
計
画
」
の
決
定
公
告
後
は
、

施
行
地
区
内
で
次
の
よ
う
な
建
築
行
為

等
を
す
る
方
は
、
許
可
が
必
要
で
す

▽
建
築
物
そ
の
他
工
作
物
等
の
新
築
、

改
築
。
増
築

▽
土
地
の
形
質
の
変
更
(
土
地
の
盛
土
、

切
土
な
ど
)

▽
移
動
の
容
易
で
な
い
物
件
の
設
置
、

ま
た
は
土
砂
の
堆
積
等

こ
れ
ら
は
、
事
業
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
、
土
地
区
画
整
理
法
第
7
6条
第
1

項
で
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
関
係
権

利
者
の
方
々
を
は
じ
め
。
区
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

問
先
=
区
画
整
理
課

上沼田南土地区画整理事業の流れ

鮮明なテレビ画像を提供
受信障害対策(原因者負担制度)

区
内
で
は
、
中
高
層
建
築
物
等
の
影

響
に
よ
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
受
信

障
害
が
広
範
囲
に
わ
た
り
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
の
受
信
障
害
を
解
消
す
る
の

が
、
テ
レ
ビ
電
波
に
影
響
を
及
ぼ
す
一

定
規
模
以
上
の
建
物
等
の
建
築
主
の
協

力
を
得
て
、
都
市
型
C
A
T
V
(

ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
)
を
活
用
す
る
受
信
障
害

対
策
(
原
因
者
負
担
)
制
度
で
す
。

亜
中
高
層
建
築
物
等
の
建
築
主
の
負
担

「
足
立
区
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
受

信
障
害
の
解
消
に
関
す
る
条
例
」
に
基

づ
き
、
受
信
障
害
の
原
因
と
な
る
中
高

層
建
築
物
等
の
建
築
主
は
、
建
築
確
認

申
請
時
に
区
と
事
前
協
議
の
う
え
建
築

物
の
規
模
に
応
じ
て
、
必
要
な
経
費
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
の

対
策
は
、
ま
ち
づ
く
り
公
社
が
、
受
信

障
害
対
策
を
講
じ
る
建
築
主
か
ら
の
委

託
を
受
け
て
、
負
担
金
の
算
出
・
施
行

な
ど
を
行
い
ま
す
。C
A
T
V

施
設
の

整
備
や
放
送
サ
ー
ビ
ス
は
、
区
の
第
3

セ
ク
タ
ー
の
㈱
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
足
立

が
行
い
ま
す
。
両
方
と
も
区
が
指
定
し

た
機
関
で
す
。
な
お
、
新
た
に
建
設
さ

れ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
既
存
の
建

築
物
等
に
お
い
て
も
、
ケ
ー
ブ
ル
の
張

り
替
え
共
同
受
信
施
設
の
更
新
時
に
こ

の
制
度
は
活
用
で
き
ま
す
。

亜
今
回
整
備
さ
れ
る
地
域

受
信
障
害
対
策
制
度
は
活
用
す
る
都

市
型
c
A
T
v

の
整
備
に
あ
わ
せ
、5

年
間
で
順
次
地
域
を
広
げ
て
い
き
ま

す
。現

在
の
整
傭
地
域
は
第
1
期
か
ら
第
3

期
地
区
で
す
が
、1
1年
4
月
か
ら
は
4

期
地
区
を
整
備
し
ま
す
(
下
表
)
。

・
区
の
制
度
を
利
用
し
て
更
新
す
る
建

築
主
等
へ
の
助
成

テ
レ
ビ
電
波
共
同
受
信
施
設
の
更
新

・
維
持
管
理
等
を
区
の
受
信
障
害
対
策

制
度
を
利
用
し
て
実
施
す
る
建
築
主
等

へ
は
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。対
象

―
都
市
計
画
事
業
の
協
力
者
/
区
の
事

業
の
協
力
者
/
そ
の
他
の
公
立
事
業
の

協
力
者
な
ど
助
成
の
金
額
=
区
の
受

信
障
害
対
策
制
度
の
負
担
金
の
1
6
分
の

I
～
2
分
の
1
(
そ
れ
ぞ
れ
限
度
額
有

り
)
※
官
公
庁
な
ど
は
対
象
外

申
・

問
先
=
縉
ま
ち
づ
く
り
公
社

昔
(
3
8
8
0
)
5
7
0
0
(

直
通
)

環
境
課
電
波
障
害
対
策
担
当

都市型CATV( ケーブルテレビ) 整備計画

※ よ 記旭 区以 外は 可 でに 開局 済 です

都
市
型
C
A
T
V
受
信
可
能
地
域

1
2月
か
ら
第
4
期
地
区
放
送
開
始

第
3
セ
ク
タ
ー
の
㈱
ヶ
I
ブ
ル
テ
レ

ビ
足
立
は
、
第
4
期
地
区
(
下
表
)
の

放
送
開
始
を
1
1年
1
2月
に
予
定
し
て
い

ま
す
。

申
先
9
㈱
ヶ
I
ブ
ル
テ
レ
ビ

足
立

登
(
5
6
8
0
)
8
0
8
0

問
先
=
企
画
部
副
参
事
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健康カレン
ダー
4月の
予定

飼い犬の登録と狂犬病予防注射昨
年
と
会
場
を
一
部
変
更
し
て
い
ま

す
の
で

、
時
間
と
場
所
を
よ
く
お
確
か

め
の
う
え

、
ご
来
場
く
だ
さ
い

。
接
種

時
は
飼
主

が
犬
を
押
さ
え
て
く
だ
さ

い

。

日
時
↓

″
5
※
雨
天
決
行

費

用
(
-

頭
)
=

登
録
済
犬
・・・
3
千
鴎
円
、

未
登
録
犬
・・・
6
千
5
0
0円

問
先
=

千
住

保
健
所

酋
(
3
8
8
8
)
4
2
7

了

※
道
路
や
河
川

、
公
園
内
で
の
犬
の
放

し
飼
い
に
よ
り

、犬
に
か
ま
れ
た
り

、急

に
飛
び
付
か
れ
る
事
故
が
お
き
て
い
ま

す

。必
ず
引
き
絅
を
つ
け
て
散
歩
し

、公

園
な
ど
の
区
画
さ
れ
た
場
所
で
も
絶
対

に
放
し
飼
い
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い

表5　 狂犬病予防注射会場
胃
を
切
っ
た
人
の
交
流
会

胃
交
会

病
気
で
胃
を
切
っ
て
食
生
活
や
日
常

生
活
が
不
便
に
な
っ
た
、
本
人
や
家
族

が
情
報
交
換
し
、
励
ま
し
合
う
会
を
閧

い
て
い
ま
す
。
日
時
=
4
月
2
1日
洫
、

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
対
象
―

胃
を
切
除
し
た
方
ま
た
は
家
族

場
・

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

登
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

4 月の献血

2
3区
職
員
採
用
試
験
日
程
の
お
知
ら
せ

東
京
2
3区
に
勤
務
す
る
職
員
の
採
用

試
験
は
、
特
別
区
人
事
委
員
会
が
行
っ

て
い
ま
す
。こ
の
試
験
の
最
終
合
格
者

は
、
採
用
侯
補
者
名
簿
に
高
得
点
順
に

記
載
さ
れ
、
希
望
区
や
通
勤
事
情
な
ど

に
よ
り
各
区
に
提
示
さ
れ
ま
す
。
各
区

は
、
提
示
を
受
け
た
後
、
面
接
な
ど
を

行
い
採
用
予
定
者
を
決
定
し
ま
す
。
な

お
、
採
用
は
原
則
と
し
て
1
2年
4
月
以

降
と
な
り
ま
す
。
募
集
案
内
は
告
示
日

以
降
に
、
東
京
2
3区
役
所
ま
た
は
特
別

区
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
で
配
付

し
ま
す
。
な
お
、
受
験
資
格
・
採
用
予

定
数
な
ど
の
詳
細
は
後
日
広
報
紙
に
掲

載
し
ま
す
。

日
程
り
下
表

問
先
―

特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
　

萱
(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

11年度東 京23区職員採用試験日程等( 予定)

1
0年
度
第
2
回

足
立
区
教
育
委
員
会
児
童
・
生
徒
褒
賞

区
で
は
、
文
化
活
動
や
体
育
活
動

な
ど
で
大
き
な
成
果
を
お
さ
め
た

り
、
特
に
た
た
え
ら
れ
る
善
行
を
行

っ
た
区
内
の
小
・
中
学
生
に
対
し
、

褒
賞
を
行
っ
て
い
ま
す
(
敬
称
略
)
。

・
小
学
生
個
人
の
部

▽
第
4
2回
全
国
学
芸
科
学
コ
ン
タ
ー

ル
小
学
生
デ
ザ
イ
ン

部
門
金
賞
・・・
幸

野
良
彦
(
千
寿
第
四
小
)
/

銀
貨
…

仲
原
誠
二
(

千
寿
第
四
小
)

マ
第
1
0

回
M
O
A

美
術
館
全
国
児
童
作
品

展

絵
回
の
部
銀
貨
…
薇
老
原
詩
織

♀

寿
第
四
小
)

・

中
学
生
個
人
の
部

▽
第
3

回
全
国
中
学
校
技
術
・
家
庭

科
生
徒
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
家
庭
の
部

全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
会

長
賞
・
:
篠
田
喜
透
(

第
四
中
)

▽

平
成
9

年
度
漢
字
能
力
検
定
試
験
文

部
大
臣
奨
励
賞
・・・
徳
田
紗
耶
果
(

第

十
一
中
)
ま
た
、
こ
の
ほ
か
6

団
体
、2
7

人
の
個
人
の
皆
さ
ん
が
教
育
委
員

会
褒
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

。

A
教
育
委
員
会
V

がん検診と成人健康診査( 無料)
過去1 年以内に、区および勤務先等で同種の検診を受けた方は除き
ます。 申込= ハガキに郵便番号、住所、氏名(フリガナ)、生年月日、
年齢、性別、電話番号、希望検診名を明記し、それぞれの申し込み先
へ。後日、受診票と案内をお送りしますO ※ 消化器がん検診は検診
日、受診場所も第3 希望まで明記
女性がん検診と成人健康診査　 問先= 保健予防係 　3880- 5111㈹
・ 女性 がん検診 対象=30 歳 以上の女性区民 内 容= 乳がん 検診と
子宮 がん検診
● 成人 健康 診査 対象=40 歳以 上64歳( n 年4 月1 日から12年3 月31
日まで に65歳となる方を 含む) までの区民 内容= 血液、尿、必要

に応じて心 電図の検査等で、心臓、肝 臓、じ ん臓の病気や糖尿病、高
血圧、 高脂血 症等について 調べ ます

ー いずれも 一
日時等= 受 診票を受けと ってから1 ヵ 月以内に区内実 施医療 機関 で
受診 申先= 保健予防 係 〒120- 8510 中央 本町1- 17- 1 ※ 10
年度中に受 診さ れた方は、11年 度から 誕生月に受診票 を郵送し ます
ので、新た にお申込みいただく 必要はありません

消化器がん検診　 問先= 足立保健所診療放射線 　3855- 4156(直通)
日程等= 下表 対象こ35歳以上の区民 ※ 胃を切除した方、胃の病
気で治療中の方、妊娠していると思われる方は受診できません 内
容=X 線撮影による冑がん検診と検便による大腸がん検診 期限=
受診希望月の前月15日消印有効。受診票送付は前月末日( 5 月を受診
希望の場合4 月15日消印有効、送付は4 月末日) 申先= 足立保健所
診療放射線 〒121- 0822 西竹の塚2- 12- 8

※ 採 血 に よ る 胃 が ん 検 診( 血 清 ペ フ シ ノ ゲ ン 法) の 日 程 は 広 報4 月25

日 号 に 掲 載

たべもの
道
し
る
べ

【
ふ
と
り
す
ぎ
や

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

気
に
な
る
方
へ
】

お
な
か
の
脂
肪
、
気
に
な
り
ま
せ
ん

か
。
私
た
ち
の
食
生
活
は
、
グ
ル
メ
に

な
り
、
食
事
で
取
り
過
ぎ
た
脂
肪
が
、

生
活
習
慣
軻
の
ひ
き
が
ね
に
な
っ
て
い

ま
す
。

あ
な
た
の
ウ
エ
ス
ト
を
ヒ
ッ
プ
で
創

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
結
果
が
男
性
1
・
O

以
上
、
女
性
O
・
9
以
上
の
人
は
、

生
活
習
慣
病
に
な
り
や
す
い
タ
イ
プ
で

す
。
生
活
習
慣
訶
に
と
っ
て
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
や
脂
質
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
多

い
食
品
が
特
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
。
お
弁
当
や
お
か
ず
、
漬
け
物
、
冷

凍
食
品
な
ど
、
食
品
を
買
う
と
き
は
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
栄
養
成
分
表
示
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

脂
質
の
量
だ
け
で
な
く
、植
物
油
や
、

ラ
ー
ド
な
ど
の
原
材
料
も
確
か
め
ま
し

ょ
う
。
油
と
脂
の
種
類
を
見
落
と
さ
ず

に
、
賢
く
食
べ
た
い
で
す
ね
。
小
さ
な

事
で
も
、
積
み
重
な
れ
ば
大
き
な
力
に

な
り
ま
す
。

昨
年
5
月
か
ら
、
お
送
り
し
た
「
た

べ
も
の
道
し
る
べ
」
も
、
今
回
で
終
わ

り
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、
栄
養
成
分
の

情
報
を
、
上
手
に
食
生
活
に
活
用
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

A
保
健
所
・
保
健
相
談
所
管
理
栄
養
士
V

栄養
成 分 表

示

をチ
ェ

ッ ク

健康あ・ら・かると
O157の食中毒防止にむけて

平
成
8
年
の
大
規
模
な
集
団
食
中
毒

以
来
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
0
1
5
7によ

る
食
中
毒
は
、
主
と
し
て
幼
児
や
高
齢

者
に
多
く
、
全
国
で
1
9人
の
死
亡
者
を

含
む
2
万
人
以
上
の
感
染
者
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
汚
染
源
と
な
り
う
る
食
品

を
見
つ
け
る
た
め
、
全
国
的
に
肉
・
野

菜
を
中
心
に
多
く
の
食
品
の
検
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
牛
内
臓
か

ら
数
件
0
1
5
7が見
つ
か
り
ま
し
た
。
一

方
食
中
毒
事
例
に
お
い
て
も

一
部
の
事
例
で
は
食
品
か
ら
0
1
5
7

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す

が
、
食
品
が
ど
の
よ
う
な
経

路
で
汚
染
し
た
の
か
は
検
証

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

足
立
区
で
は
、
0
1
5
7ばか

り
で
な
く
サ
ル
モ
ネ
ラ
な
ど

食
中
毒
菌
汚
染
防
止
の
た

め
、
学
校
、
保
育
園
、
福
祉

施
設
の
給
食
用
食
材
や
市
販

食
品
の
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
8
年
度
か
ら
の
1
千
7
5
7

件
の
食
品
検
査
に
お
い
て
0
1
5
7は検
出

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
引
き
続

き
食
品
の
検
査
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

幼
児
や
高
齢
者
は
、抵
抗
力
が
弱
く
、

大
人
よ
り
ず
っ
と
食
中
毒
に
な
り
や
す

い
の
で
、
幼
児
や
高
齢
者
の
い
る
ご
家

庭
で
は
肉
、
内
臓
な
ど
を
調
理
す
る
と

き
は
十
分
に
加
熱
し
、
他
の
食
品
を
汚

染
さ
せ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

八
衢
生
試
験
所
V
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21 世紀の足立を担う
新たな鉄道新線の整備を目指して

鉄
道
利
用
不
便
地
域
を
解
消
す
る
た
め
、

す
で
に
日
暮
里
・
舎
人
線
と
常
磐
新
線
か
そ

れ
ぞ
れ
、
1
5年
度
、
1
7年
度
の
開
業
に
向
け

て
工
事
か
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

。

区
で
は
、
さ
ら
に
新
た
な
鉄
道
新
線
と
し

て
「
環
七
高
速
鉄
道
(
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
)
」
と

「
地
下
鉄
8
号
線
(
地
下
鉄
有
楽
町
線
)
の

延
伸
』
の
整
備
促
進
を
関
係
自
冶
体
と
共
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
右
の
作
文
は
「
地
下

鉄
8
号
線
整
備
促
進
大
会
」
で
発
表
さ
れ
た

も
の
で
す
。
交
通
網
の
整
備
は
区
民
み
ん
な

の
願
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
一
緒

に
力
を
合
わ
せ
て
新
線
実
現
に
向
け
、
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

( 図1) 鉄道 等路線図

凡 例

(図2)

環 状 鉄 道 構 想

環
七
に
地
下
鉄

(メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
)を
!

地
下
鉄
8
号
線
の
延
伸

を
!

み
ん
な
の
力
で
2
路
線
を
「
運
輸
政
策
審
議
会
」の
答
申
に

新
た
な
鉄
道
新
線
の

整
備
か
実
現
す

る
に
は
、
ま
ず
壥
輸
大
臣
の
諮
問
機
関

で

あ
る
運
輸
政
策
審
議
会
の
答
申
に
整

備
計
回
路
線
と
し
て
位
置
付
け
瓦

る

こ
と

が
必
要
で
す
(
図
3
)

。

現
在
、
審
飄
会
で
ほ

、
2
1世
紀
の
新

た

な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
東
京
圏
の
鉄

道
交
通
網
の
あ
り
方
に
つ
い
て

審
議
し

て
い
る
真
っ
最
中
で
、
H

年
度
中
に
峇

申
か
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
年
が
正
に
整
爾
促
涕

哂
励
の
正
念

場
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
を
初
め
と
す

る
区
民
、
関
係
団
体
、
区
、
議
会
か
一

丸
と
な
っ
て
。
力
強
い
湯
勵
を
展
閧
し

て
い
く
必
要
か
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、今
ま
で
の
笑
大
嚊
と
し
て
、

整
備
促
進
大
会
の
閲
催
、
P
R
活
動

、国

・

都
な
ど
へ
の
要
望
活

獣
蒿
行

な
っ
て

い
き
ま
す
。
今
後
も
こ
皙

の
活
動
へ

の
ご
支
援
・
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

(図3) 鉄
道
整
備
計
画

決
定
ま
で
の
流
れ▲ イ メ ージ 図

地
下
鉄
8
号
線
の
区
内
延
伸

こ

れ

ま

で

の

活

動

こ
れ
ま
で
、
区
東
部
地
核
の
町
会
・

自
治
会
を
中
心
に
、
整
備
促
進
を
求
め

る
署
名
活
動
や
区
、議
会
と
共
に
国
・
都

へ
の
要
請
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た

。

ま
た
、
1
0齊
H

月
に
整
備
促
進
大
会

を
聞
催
し

、
地
核
と
行
政
、
議
会
か
一

丸
と
な
っ
て
、
地
下
鉄
8
号
線
の
区
内

延
伸
が
実
現
す
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
力

を
集
結
し
、
最
魯
を
尽
く
す
こ
と
を
誓

う
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

地下鉄8 号線Q&A

Q1
地下鉄8 号線(有楽町線)
の延俥計画は、どのような

計画ですか。

A1
地下鉄8 号線[ま、現在、

池袋方面がら有楽町、豊洲
( 江東区) を経て新木櫺まで営業運
転中です。昭和4Z年に豊洲～亀有間

か薹備計画路線となり、その後、昭
和57年に営団か運瞋省に豊洲～亀有
閘の路線免許を申請しましたが、い
まだに免許がありていません。
また、昭和60年の運輸政策奮贐会

啓申には今後新設を検討可べき方向
として「亀有から先、武蔵野線方面」
が加わりましたか、具体化されてい
ません。
区でlま、亀恟までの建設促進と亀

徇から葛西用水沿いに北上するルー
ト( 図1) で計画されるよう、国や

餡に要請しているところです。

Q2
都はどう考えているのです
か。

A2
都は、豊洲～亀有間をr鉄淮
網充実のだめ整傭すべき蹈

線」、亀有以北の延伸を[ 鉄道網充擒

のため整備の劭要がある路線」と句
圜1! け、Ei へ要望しました。

Q3
区内延呻が実現するとどの
ような効果かあるのですか。

A3
綾瀬川以東の鉄道利用不便

地域の大幅な解消、常 磐
線・干代田線の混雑緩和、交通の利
便性向上、快適で活力あるまちの形
成など、多くの効果が期待されます。

▲ 葛 西 用水 親 水 水 路

メ
ト
ロ
セ
ブ
ン

こ

れ

ま

で

の

活

動

足
立
・
頁
飾
・

江
戸
川
の
3

区
で

は
、
6

年
7
月
、
環
七

高
速
鉄
道
(

メ

ト
ロ
セ

ブ
ン
)

促
進
協
議
会
を
股
立
。

ま
た
、
9
年
か
ら
広
峨
的
な
効
果
を
実

現
す
る
た
め
エ

イ
ト
ラ
イ
ナ
ー
促
進
協

巌
会
と
連
携
し

、
合
同
に
よ
る
促
進
大

会
開
催

、
国
・

都
へ
の
要
請
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す

。

▲ エイ ト ラ イ ナ ー・ メト ロ セ ブ ン 合同
促進 大 会( 10年8 月28日 〉

メトロセブンQ&A

Q1
路線はどこ刀らどこまでで
可力。

A1
都道環状七号線を基軸と
し、J R 京葉跛葛西臨黔公

圜駅～J R示羽駅までの約30kmの
地下鉄です。また、エイトライナーと
接続した場合、羽田空温までの約73km
の環状鉄道となります(図2) 。

Q2
郡はこの鉄遭の整衢こつい
でだ仍よう17 惷タアい夙ふ

で す か 。

A2
都はr 広域交通ネットワー
ク計画検討委員会」の報告

を受け、「鉄道網充実のため整備す

べき路線亅 と位置付け、国へ要望し
ました。

Q3
この鉄逎が整備されると、

どのくうい便利になるので
す か 。

A3
樹こ東西方向への移動が大

変更利になります。地下鉄
の速度は時速30km 程度( 都営12号
線の俔、訳停車時間含む) なので、
例えぱ西新井大師付近がら葛西囲海
公園( 江戸川区) まで13廁40吩、a3
となりの曷籘区の東部地域病院付近
や北区の赤羽取へは約悟分で行ける
こと|こなりま覃。ま瓩、牘射鉄道と

の乗り継ぎが可能となり都心部右と
への移動も便潰になります。

日暮里・ 舎人線 日暮里～見沼代親水公園間

9. 8kmを約20 分で結ぶ

平成15年度
開業予定

日
暮
甼

舎
人
線
の
工
事
は

、9
年
1
2

月
に
舎
人
駅
付
近
で
着
工
さ
れ
ま
し

た

。1
0年
度
は
引
き
続
き
舎
人
駅
お
よ

び
谷
在
家
駅
付
近
で
榲
脚
の
基

礎
工
事

お
よ
び
鋼
支
柱
設
置
工
事
が
約
口
㎞
に

わ
た
っ
て

進
め
ら

れ
て

い
ま

す
(
図
1
)

。
1
1年
度
は

、
見
沼
代
親
水
公
園
駅
お

よ
び
上
沼
田
柬
公
園
駅
付
近
で
エ
亊
か

行
わ
れ
る
予
定
で
す

。
区
で
は

、
開
業

に
合
わ
せ
て
見
沼
代
藐
水
公
園
駅
お
よ

び
江
北
駅
の
駅
前
広
場
整
備
や
斯
駅
周

辺
の
ま
ち
つ
く
り
に
、
区
民
の
暫
さ
ん

の
協
力
を
辱
な
が
ら
極
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。ま
た
、
新
駅
の
自
転
車

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
足
立
区
自
転
車

駐
車
場
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
公
営
、

民
営
を
含
め
た
整
備
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

新
交
通
シ
ス
テ
ム

▽
遭
路
中
央
部
の
高
架
専
用
軌
道
を
電

気
動
力
で
走
る
シ
ス
テ
ム

▽
車
両
は
ゴ
ム
タ
イ
ヤ

運
行

▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
の
無
人
運
転

▽
5
両
編
成
で
定
員
約
揃
人

事
笑
主
体

▽
東
京
都
と
東
京
都
地
下
鉄
道
建
設
株

式
会
社

▲ 写 真 は臨 海 萄 文通「 ゆり か もめ 」で 、同 シ ステ

ム を 日葺 里 ・ 舎人 綿 に 導 入 しま す

▲ ( 仮 林) 舎 人 駅 付近 で遒l 魯( 放 射

11号線) の 中央 分 離 帯 を利 用 し、

支柱 を 建 設中

▲ 標 準 駅の イ メ ージ 図

常

磐

新

線

秋葉原～つくば間

58kmを最速45分で結ぶ

平
成
1
7年
度
開
業
予
定

常
磐
新
線
の
区
内
工
事
は

、7

年
H

月
の
西

綾
瀬
ト
ン
ネ
ル

着
手

を
初
め

現
在
6

ヵ
所

、
区
内
の
延
長

約
7

㎞

の
う
ち
約
4

㎞
の
工

事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま

す
(
図
1
)

。
区
で
は

、
新
線
整
備

と
合
わ
せ

、
青
井
駅

に
は
駅
前
広
場
や

地
下

駐
輪
場

、
六
町
駅
に
は
駅
前
広
場

や

地
上
駐
柏
縟

を
塵
備
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た

、
新
駅
周
辺
掌
ち
づ
く
り
に

。

区
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
な
か
ら
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

。

郡
内
で
は
秋
葉
原
・
元
洩
草
・
新
洩

草
の
各
駅
の
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
埼
玉
・
千
葉
・
茨
城
の
各
県
で
も

橋
梁
や
車
両

基
地
等
の
工
事
が
1
7年
度

開
業
を
目
指
し
魯
々
と
進
め
ら
れ
て
い

ま
す

。
な
お

、
千
葉
・
茨
城
両
県
の
一

部
の
都
市
計
E

手
続
き
も
間
も
な
く
完

了
と
な
る
見
込
み
で
す

。

運
行

▽
開
業
時
6
両
編
虞
(
予

定
)

・

事
業
主
体

▽
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
株
式
会
社

圏
建
般
主
体

▽
鉄
遭
建
設
公
団

車 両 イ メー ジ 図

▲ 西綾 瀬 の立 抗 か ら( 仮 林) 青 井 駅 へ 向け て、

シ ール ド マシ ン に よ るト ン ネ ルエ 事

竹
の
塚
・
王
子
・
池
袋
線
も
検
討
し
ま
す

竹
の

複
・
王
子
・
池
袋
鐔
は

、関
係
す
る
北
区

、豊
島
區

挈
ひ

東
京
都
な
ど

と
情
報
を
交
換
し
な
か
愆

曄
入
の

可
能
性
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま

す
。

各
新
線
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

都
市
交
通
課

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

私
た
ち
の
町
に
地
下
鉄
が
通
っ
た
ら

中
川
小
学
校
六
年
　鈴
木
　
遥

東
京
の
中
で
も
、
私
た
ち
の
住
む
足
立

区
東
部
地
域
は
、
鉄
道
不
便
地
域
と
呼
ば

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

私
は
実
際
に
住
ん
で
い
て
も
、
駅
に
遠

い
こ
と
や
、
駅
の
近
く
に
自
転
車
を
と
め

に
く
い
な
ど
で
、本
当
に
そ
う
思
い
ま
す

。

で
す
か
ら
足
立
区
の
東
部
地
域
に
地
下

鉄
が
で
き
た
ら
、
と
っ
て
も
便
利
に
な
る

と
思
い
ま
す

。

今
。
私
が
遊
び
に
行
く
時
や
買
い
物
に

行
く
時
に
。
不
便
さ
を
感
じ
ま
す
。
大
人

の
人
も
仕
事
に
行
く
の
が
大
変
そ
う
で

す
。学

校
で
も
電
車
を
使
っ
て
遠
足
に
行
く

時
は
大
変
で
す

。
亀
有
駅
ま
で
歩
く
の
で

す
が
、
三
十
分
近
く
か
か
り
ま
す
し
、
交

・
通
事
故
に
気
を
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
。
気
持
ち
も
く
た
び
れ
て
し
ま
い
ま

す

。「
も
う
歩
き
た
く
な
い
よ
。≒

ど
う
し

て
駅
は
遠
い
ん
だ
。」
と
つ
い
口
か
ら
不
平

も
出
て
し
ま
い
、
先
生
に
『
そ
う
言
わ
ず

に
が
ん
ば
ろ
う
。」
と
言
わ
れ
た
り
し
ま

す
。二

十
年
後
の
足
立
区
東
部
地
域
に
地
下

鉄
が
あ
っ
た
ら
、
と
っ
て
も
楽
な
く
ら
し

に
な
り
、
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人

た
ち
も
、
時
間
を
か
け
ず
色
マ
な
所
へ
安

全
に
行
け
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

車
も
便
利
だ
け
ど
、
は
い
気
ガ
ス
に
よ

る
公
害
の
問
題
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
五
年
の
時
に
学
習
し
ま
し
た
。
そ
の

点
で
も
。
地
下
鉄
は
環
境
の
問
題
に
も
と

て
も
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

地
下
鉄
が
で
き
れ
ば
、
私
た
ち
の
く
ら

し
に
と
っ
て
も
よ
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
ぜ
ひ
地
下
鉄
を
私
た
ち
の
町
に
作
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
足
立
区
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
」

施
行
か
ら
1
年

〝ま
ち
の
美
化
活
動
に
参
加
し
た
い〟
が
七
割

昨
年
4
月
1

日
に

「
足
立
区
ま
ち
を

き
れ
い
に
す
る
条
例
」
を
施
行
し
て
か

ら

、
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
閧

、

区
で

は

、
地
域
の
方
々
の
ご

協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら

、
駅
頭
な
ど
で
の
条
例

周
知
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
り
、

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
、
講
演
会
の
開

催
な
ど
、
美
化
意
蔵
の
普
及

啓
発
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
講
演
会
で
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
で

も

、「
ま
ち
の
美
化
活
動
に

参
加
し
た
い
」
と
の
回
魯
が
七
割
近
く

あ
り

、
区
民
の
方
々
の
美
化
に
対
す
る

関
心
は
高
く

、
実
際
に

、
清

掃
な
ど
美

化
活
動
に
取
り
組
み
始
め
た
地
域
も
あ

り
ま
す

。

「
き
れ
い
で
庄
み
よ
い
足

立
区
」
を

実
現
す
る
た
め
に
は

、
行
政
と

、
区
民

・
事
業
者
・
団
体
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
連
携
・

協
力
か
不
可
欠
で
す

。
今

浚
も

、
区
で
は
継
続
し
て
啓

発
活
励
に

努
め
る
と
と
も
に

、
美
化
推
進
地
域
の

指
定
な
ど
を
含
め

。
こ
う
し
た
地
域
の

方
々
の
芙
化
活
動
を

積
極
的
に
支
援
を

し

、
き
れ
い
な
ま
ち
つ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
ま
す

。

間
先
=

地
域
振
興
課

美
化
推
進音

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

●

空
き
缶

、
空
き
ビ
ン

、
た
ば
こ

の
吸
い
殼

、
紙
く
ず

、
チ
ュ
ー
イ

ン

ガ
ム
な
ど
は
、
定
め
ら

れ
た
収

納
容
器
に
入
れ
る
か
、
家
に
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う

●

散
歩
時
な
ど
に
生
じ
た

飼
い
犬

の
ふ
ん
ぱ
放
置
せ

ず
、
処
理
用
具

を
携
帯
し
、
持
ち
帰
る
な
ど
き
ち

ん
と
始
末
を
し
ま
し
ょ
う

▲ 美 化 講 演 会

あ
だ
ち
植
物
歴
史
手
帳

チューリップ

♪
さ
い
た

さ
い
た
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
が
…
…

と
い
う
童
謡
で
広
く
知
ら

れ
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
普

及
に
足
立
の
農
産
技
術
が

金
字
塔
を
打
ち
立
て
た
歴

史
か
あ
り
ま
す
。

足
立
は
江
戸
・
東
京
と

い
う
大
都
市
と
埼
玉

農
村
部
の
接
点
に

立
地
し

、
さ
ら
に
沖
積
平
野
部
の
低
地

帯
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た

。
こ

う
し
た

地
の
利
を
先
人
た
ち
は
う
ま
く
利

用
し

ま
し
た

。
江
戸
・
東
京
の
人
々
の

花
を

求
め
る
需
要
を
知
り

、
数
多
く
の

栽
培

農
家
か
起
こ

っ
た
の
で
す

。
肥
沃

な
粘

土
筴
土
壌
(

ヘ
ナ
ツ
チ
)

は
山
の
手
方

面
の
洪
積
層
と
比
べ
花
卉
栽
培
に
マ
ッ

チ
し

、
色
沢
濃
厚
で
多
花
性
の
花
卉
を

産
出
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で

す

。

さ
ら
に
千
住
と
い
う
物
資
集
散

拠
点

か
足
立
に
あ
っ
た
こ
と
は

、
千
生
市
場

と
花
卉
農
家
双
方
に
と
っ
て
利
便
性
が

高
く

、明
冶
か
ら
大
正
を
迎
え
る
こ
ろ

、

花
卉
産
業
は
文
字
通
り
花
開
い
て
い
っ

た
の
で
す

。
ま
さ
に
江
戸
・
東
京
と
農

村
部
の
接
点
で
あ
る
こ
と
と
粘
土
質
土

壌
を
持
つ
と
い
う
風
土
を
有
効
に
利
用

し
た
先
人
た
ち
の
英
知
に
は
驚
か
さ
れ

ま
す

。

話
し
は
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
に
戻
り
ま
す

か
、
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
は
球
根
か
ら

育
つ

箙
物
で
す

。大
正
3

年
T
9
1
4

年
)

島
根
町
の

鴨
下
金
三
氏
は

、
当
時
発
案

さ
れ
た
ぱ
か
り
の
温
室
栽
培
法
を
実
践

し
た

人
物
で
す

。
こ
の
技
術
は
季

節
に

関
係
な
く
不
断
に
花
を
叺
給
で
き
る
と

い
う
画
期
的
な
農
法
で
し
た

。
鴨
下
金

三
氏
だ
け
で
な
く

、
足
立
の
各
農
家
で

は
工
夫
を
こ
ら
し
て

、
東
京
に
花
を
届

け
ま
し
た

。
大
正
時
代

、
足
立
産
の
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
は
、
都
内
の

市
場
の
六
割

亂

壓

モ
ボ
・
モ
衣

緊

畜

東

京
を
、
足
立
の
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
か
色
を

添
え

た
の
で
す
。
季
節
に

関
係
な
く
心

を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ

は
、
こ

う
し
て
東
京
・
日

本
に
広
が
っ

て
い

き
ま
し
た
。

A
郷
土
博
物
館
V

西
保
木
間
で
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
手

が
け
も
増
田
精
一
さ
ん
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催
し
物

ガ
イ
ド

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手

「
実
践
地
区
」募
集

「
あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民
協

議
会
」
が
定
め
る
地
域
活
動
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
1
年
間
活
励
す
る
地
域
団
体

に
、
活
動
の
支
援
と
助
威
を
し
ま
す
。

テ
ー
マ
9
地
域
か
ら
は
じ
め
よ
う
!
ま

ち
の
環
境
美
化

募
集
数
1
2
5
団
体

(地
区
町
連
単
位
で
1
団
体
)

申
込
=

電
話

期
限
=
4
月
3
0日

申
・
問

先
l
地
域
振
興
課
育
成
係

消
費
生
活
問
題
調
査
グ
ル
ー
プ
募
集

消
費
生
活
に
お
け
る
身
近
な
問
題
や

商
品
に
つ
い
て
、
調
査
や
研
究
を
す
る

グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

活
助
期

間
=
4
月
か
ら
1
年
間

対
象
=
区
内

在
住
者
を
主
体
と
す
る
i
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
(
営
利
目
的
を
除
く
等
、
助
成

要
綱
に
沿
っ
て
い
る
こ
と
)

内
容
=

グ
ル
ー
ズ

」と
に
テ
ー
マ
を
決
め
、
活

動
結
果
を
報
告
(
秋
の
消
費
者
展
で
発

表
)

助
成
金
1
年
間
3
万
円
ま
で

募
集
数
=
7
グ
ル
ー
プ
(
書
類
審
査
)

募
集
期
間
1
4
月
1
日
1
1
5日

申
・

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

豐
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

第
4
3回
　
区
民
芸
能
大
会
参
加
者
募
集

日
時
1
5
月
2
2
日
出
、午
前
1
0
時
～

午
後
5
時
(
予
定
)

場
所
9
区
役
所

庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
観
光
協
会
会
員

(家
族
)
ま
た
は
区
民
/
過
去
3
年
間

の
大
会
最
優
秀
賞
者
、
優
秀
賞
者
お
よ

び
4
2回
大
会
優
良
賈
者
を
除
く
/
個
人

を
原
則
と
し
、
団
体
の
場
合
は
1
0人
以

内

※
―
人
―
種
目
に
限
る

定
a
=

▽
歌
の
部
(
歌
謡
曲
・
民
謡
・
そ
の
他
)

・・
-
6
0組

▽
踊
り
の
部
・・
3
0組

※
4

月
1
6日
に
公
開
抽
選

費
用
了
人
)
=

″加
者
・
:会
員
千
円
/
会
員
家
族
千

沺
円
/
一
般
2
千
円

申
込
―
申
込
書

に
8
0円
切
手
を
添
え
直
接
持
参
ま
た
は

郵
送

期
限
=
4
月
9
日
消
印
有
効

※
く
わ
し
く
は
、観
光
協
会
事
務
局
(
産

業
振
興
課
内
)
・
各
区
民
事
務
所
に
あ

る
申
込
書
、
要
綱
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
観
光
協
会
事
務
局
(
産
業

振
興
課
内
)

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央

本
町
1
-
1
7
1
1

青
年

セ

ン
タ
ー

の
催
し

・
青
少
年
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
団
員
募
集
　

多
く
の
出
会
い
を
求
め
て
、1
5日
間

の
船
旅
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
程
=
7
月
2
1日
～
8
月
4
日

訪
問
国
=
中
華
人
民
共
和
国

対
象
―

区
内
に
1
年
以
上
在
住
の
高
校
生
/
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
青
少
年
活
動
な
ど
を
継

続
し
て
で
き
る
方
(
過
去
に
ほ
か
の
公

的
な
海
外
派
遣
事
業
に
参
加
し
た
方
を

除
く
)

定
員
=
5
人

費
用
=
4
万
5

千
円

申
込
=
電
話

期
限
=
4
月
1
0

日
～
2
1日

亜
親
子
遊
び
グ
ル
ー
プ
参
加
者
募
集

親
子
遊
び
の
グ
ル
ー
プ
が
楽
し
い
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
親
子
で
ご

参
加
く
だ
さ
い

。

グ
ル
ー
プ
名
・
活

助
日
―
▽
パ
ン
ダ
…
月
2
回
(
火
曜
日
)

▽
ス
イ
ト
ピ
ー・
-・月
2
回
(
金
曜
日
)

▽
く
る
り
く
ら
・・・月
2
回
(
月
曜
日
)

※
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

I

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
青
年
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

郷
土
博

物
館
の

催
し

・

第
2

土
曜
日
の
映
画
会

日
時
1
4

月
1
0
日
出
、
午
前
H

時

場

所
a

郷
土
博
物
館

内
容
=

「
に
っ
ぽ

ん
洋
食
物
語

」(
3
5分
)
-
=
西
洋
料
理
を

取
り
入
れ
豊
か
な
食
文
化
を
築
い
て
い

っ
た
経
緯
/
[

消
え
ゆ
く
農
耕
馬

」
卮

分
)
:
-
東
北
地
方
北
部
で
の
農
耕
馬
の

背
景
を
追
う

亜
春
季
区
民
教
養
講
座

日
時
=
4

月
2
5
日
興

午
後
1

時
3
0分

～
3
時

場
所
―
青
年
セ
ン
タ
ー
(
大

師
前
駅
下
車
)

内
容
=
「
資
料
を
読

む
楽
し
み
I
明
治
時
代
の
足
立
を
中
心

に
」

講
師
a
竹
内
秀
夫
氏
(
足
立
史

談
会
常
任
幹
事
)

申
込
―
当
日
直
接

会
場
へ

※
先
着
8
0人
に
資
料
配
付

-

い
ず
れ
も
I

費
用
=
無
料

問
先
=
郷
土
博
物
館

昔
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

第
1
0回
春
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

さ
わ
や
か
な
歌
声
を
お
届
け
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日

時
=
4
月
丿日
襾

正
午
(
午
前
1
1時

3
0分
開
場
)

場
所
I
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

費
用
=
無

料

問
先
a
文
化
振
興
係

第
1
3回
足
立
区
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

審

査
結

果
発

表

5
募
総
数
1
6
0点の
中
か
ら
、
審
査
の

結
果
、次
の
方
々
が
入
選
し
ま
し
た
(
敬

称
略
)
。
推
薦
(
区
長
賞
)
=
三
石
美

枝
子
♀
住
大
川
町
)

特
選
(
観
光
協

会
会
長
賞
)
=
銭
贋
偉
(
扇
一
丁
目
)
/

金
子
文
子
(
梅
島
二
丁
目
)

準
特
選
=

田
中
陽
介
(
草
加
市
瀬
崎
)
/
倉
田
幸
雄
(

関
原
二
丁
目
)
/
成
田
静
子
(
西
竹
の

塚
二
丁
目
)
/
佐
々
木
栄
一
(
千
住
一

丁
目
)

※
ほ
か
に
入
選
狛一
人
、
佳
作
1
5

人
亜
入
選
作
品
の
展
示

期
間
g
4
月
7
日
～
1
3日

場
所
―
区

役
所
―
階
ロ
ビ
ー

問
先
=
観
光
協
会

事
務
局
(
産
業
振
興
課
内
)

3
月
1
日
使
用
開
始

足
立
区
地
域
振
興
券

足
立
区
地
域
振
興
券
は
「
足
立
区

地
槭
振
興
券
取
扱
店
」
の
ス
テ
ッ
カ

ー
の
あ
る
お
店
で
使
用
で
き
ま
す
。

亜
特
定
事
業
者
の
方
へ

地
域
振
興
券
の
換
金
方
法
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
取
次
依
頼
書
の
提
出

特
定
事
業
者
は
、
地
域
振
興
券
を

添
え
て
自
分
の
口
座
の
あ
る
地
域
振

興
券
取
り
扱
い
金
融
機
関
に
地
域
振

興
券
取
り
つ
ぎ
依
頼一
を
提
出
し
ま

す
。そ

の
と
き
、
必
ず
「
特
定
事
業
者

登
録
証
」
の
提
示
が
必
要
で
す
。
提

示
が
な
い
場
合
は
、
換
金
が
で
き
ま

せ
ん
。

▽
換
金
額
の
振
り
込
み

換
金
は
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ

て
い
る
各
事
業
者
の
口
座
へ
振
り
込

み
ま
す
。
換
金
に
は
金
融
機
関
か
ら

持
ち
込
ま
れ
て
か
ら
3
週
間
程
度
か

か
り
ま
す
。

▽
換
金
の
申
し
出
期
間
は

換
金
請
求
は
H
月
3
0日
ま
で
で
き

ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
産
業
振
興
課
地
域
振
興
券
担

当
、午
前
9
時
～
午
後
5
時

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

凡例

申
込
:
-申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

4
月
1
日
オ
ー
プ
ン
　
西
新
井
栄
町
住
区
セ
ン
タ
ー

住
区
セ
ン
タ
ー
は
、
児
童
館
・
学

童
保
育
室
・
老
人
館
・
集
会
室
を
備

え
た
地
域
施
設
で
す
。
運
営
は
、
地

域
の
管
理
運
営
委
員
会
を
中
心
に
、

地
元
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
行
わ
れ
ま
す
。
新
た
な
学
び
の

場
、
地
域
交
流
の
場
な
ど
。
各
種
活

動
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
在
地
=
西
新
井
栄
町
3
-
1
1
6

問
先
=
住
区
推
進
課

観
桜
茶
会

日
時
1
4
月
4
日
沺
、午
前
1
0
時
～

午
後
3
時

場
所
=
花
畑
記
念
庭
園

桜
花
亭

費
用
=
2
千
5
0
0円(
3
席

分
)

問
先
=
文
化
振
興
係
、
足
立

区
華
道
茶
道
協
会

昔
(
3
8
4
9
)
1
8
3
5

鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

7・
8
月
分
利
用
申
し
込
み

利
用
日
数
1
2

泊
3

日
ま
で

対
象
=

区
内
在
住
・
在
動
の
方

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
団
体
名

、
代
表
者
の

庄
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

、利
用
人
数
、

「
鹿
沼
申
込

」と
明
記
(

重
複
申
し
込

み
は
無
効
)

期
限
り
4

月
1
2
日
必

善

抽
選
日
=
4

月
1
4
日
圃
、
午
前
9

時
か
ら
区
役
所
南
館
1
0
階
学
習
室

受
付
日
等
9
4
月
2
4日
出
、
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ

※
抽
選
で
決
定
し
た

受
付
番
号
順
に
希
望
日
を
受
け
付
け

ま
す
。
区
主
催
事
業
な
ど
で
優
先
予

約
し
て
い
る
日
程
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
体
育
管
理
係
-
y
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
よ
り
-
1

投
票
所
入
場
整
理
券

投
票
所
入
場
整
理
券
は
、
東
京
都

知
事
選
挙
は
3
月
2
5日
か
ら
、
足
立

区
議
会
議
員
選
挙
は
4
月
1
9日
か
ら

郵
送
し
ま
す
。

入
場
整
理
券
は
、
投
票
所
で
選
挙

人
名
簿
と
の
確
認
作
業
の
た
め
の
も

の
で
、
こ
れ
が
な
い
と
投
票
所
に
入

場
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん

。入
場
整
理
券
が
届
か
な
か

っ
た
り
、
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投

票
で
き
ま
す
。
投
票
所
で
、
そ
の
旨

を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

掲
示
板

・

「
東
京
都
み
ど
り
の
日
」
写
真
コ
ン

テ
ス
ト

テ
ー
マ
=
み
ど
り
・
:東
京
の
身
近
な
樹

林
・
草
花
や
自
然
、
人
と
緑
の
ふ
れ
あ

い
、
四
季
な
ど

部
門
=
サ
ー
ビ
ス
サ

イ
ズ
/
カ
ラ
ー
/
モ
ノ
ク
ロ

期
限
1
4

月
1
6日
必
着

申
・
問
先
―
都
・
環

境
保
全
局
自
然
保
護
部
「
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
」
係

〒
1
6
3・8
0
0
1

新
宿
区

西
新
宿
2
-
8
-
―

登
(
5
3
8
8
)
3
4
5
6

・
都
立
看
護
専
門
学
校
一
日
体
験
入
学

参
加
者
募
集

日
程
=
5
月
8
日
・
:荏
原
・
大
塚
・
青

梅
/
1
2日
…
豊
島
/
1
4日
・
:公
衆
衛
生

・
松
沢
・
府
中
/
1
5日
・
:広
尾
・
北
多

摩
・
南
多
摩
/
2
2日
・
:板
橋

対
象
―

都
内
在
住
・
在
学
の
高
校
生

※
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問

先
=
都
・
衛
生
局
看
護
課

酋
(
5
3
2
0
)
4
4
4
1

亜
「
家
出
人
・
少
年
相
談
所
」
開
設

日
時
a
4
月
1
日
～
1
0
日
、午
前
9
時
～

午
後
5
時

内
容
―
子
供
の
非
行
問

題
の
相
談
な
ど
(
電
話
)

場
・
申
・

問
先
u
-一一視
庁
台
東
少
年
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
2
8
)
1
0
4
4

警
視
庁
少
年
育
成
課
保
護
相
談
係

豐
(
3
5
9
2
)
1
6
4
0

警
視
庁
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　
s

(
3
5
8
0
)
4
9
7
0

・

「
表
示
登
記
の
日
」
無
料
相
談

日
時
=
4
月
1
1
日
剛
、午
前
1
0
時
～
正

午
場
所
=
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　

(
西
新
井
駅
東
ロ
サ
テ
ィ
4
階
)
内

容
0
土
地
・
建
物
の
調
査
、測
量
/
境

界
問
題
お
よ
び
不
動
産
の
表
示
登
記

問
先
1
東
京
土
地
家
屋
調
査
士
会
足
立

支
部
?
3
8
5
3
)
4
6
5
5

亜
高
齢
者
の
た
め
の
実
践
セ
ミ
ナ
ー

「
ふ
す
ま
・
障
子
張
り

」

日
時
=
6
月
9
日
～
8
月
2
日
、
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
場
所
l
東
京
都
高

年
齢
者
就
業
セ
ン
タ
ー
対
象
=
足
立

区
在
住
の
6
0
歳
以
上
で
足
立
区
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
新
規
加
入
で
き
る

方
定
員
=
若
干
名
s
用
り
無
料

申
込
a

往
復
(

ガ
キ
に

、
住
所
、
氏
名

、

電
話
番
号

、
生
年
月
日

、「
ふ
す
ま
・
障

子
張
り
」
を
明
記

期
限
=
4

月
2
0
日

必
着

申
・
問
先
=

″
東
京
都
高
齢
者

事
業
振
興
財
団
-
y
1
0
2
・
0
0
7
2

千

代
田
区
飯
田
裙
3
-
1
0
-
3

昔
(
5
2
1
1
)
2
3
2
7

翻
東
京
大
学
公
開
講
座
「こ
よ
み
(
暦
)
」

日
時
a
4
月
1
0
日
～
5
月
1
5
日
の
土
曜

日
(

全
5
日
間
、5

月
1

日
啻
隊
く
)
、

午
後
1

時
3
0
分
～
4

時
3
0
分

場
所
=

安
田
講
堂

定
員
=

瞋
人

寮
申
込
方

法
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・

問
先
=

御
東
京
大
学
綜
合
研
究
会

昔
(
3
8
1
5
)
8
3
4
5

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

申
込
方
法
が
「
往
霞
ハ
ガ
キ
」の
柵

合
は
、住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

配
し
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
ま
で
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

=
出
店
者
募
集
=

▽
4
月
1
1‥日
剛

都
立
舎
人
公
園

午
前
9
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止

/
圈
区
画
/
出
店
料
2
千
円
/
電
話
/

高
橋
S
(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

▽
4
月
‥凵
日
収

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
(
旧
本
庁
舎
跡
地
)

午
前
9
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止

/
川
区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
金

子

昔
(
5
6
8
1
)
6
0
7
7

▽
4
月
1
8日
湫

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
(
旧
本
庁
舎
跡
地
)

午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
3
0
分
※
雨
天

中
止
/
6
0区
画
/
出
店
料
千
円
～
千
5
0
0

円
/
往
復
(
ガ
キ
(
4
月
6
日
必
着
)
/

〒
1
2
0・0
0
0
1

大
谷
田
団
地
内
郵
便

局
留

小
山

き
0
7
0
(
5
0
8
7
)
8
9
6
4

▽
4
月
2
9日
呪

六
木
団
地
内

午
前
9
時
～
午
後
2
時

※
雨
天
中
止
/
5
0

区
画
/
出
店
料
5
0
0円/
電
話
/
斉

藤
a
(
3
6
2
8
)
0
4
9
2

◎ 訂正とお わび　3 月10日号3 面に掲載し た特別区制度改革に誤りがありました。次のとおり訂正しておわびします。 【正】毛長川　《 企画部移管準備担当》
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く
ら

し

の
情
報

も
う
1
枚
の
保
険
証

(学
)・
(遠
)の
保
険
証

家
族
の
一
部
が
住
ま
い
を
離
れ
る
場

合
に
、
国
民
健
康
保
険
証
を
家
族
と
分

け
て
別
に
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
@
(
学
生
用
)
の
保
険
証
・
:
お
子
さ

ん
な
ど
が
区
外
に
居
住
し
て
就
学
す
る

と
き
、
世
帯
主
が
そ
の
方
の
生
活
費
等

を
援
助
し
て
い
る
場
合

▽
儔
(
遠
隔
地
用
)
の
保
険
証…
家
族

が
旅
行
・
出
張
な
ど
で
1
ヵ
月
以
上
、
2
3

区
外
に
離
れ
る
と
き
や
、
足
立
区
外

の
施
設
に
入
所
す
る
場
合

※
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
・

特
定
疾
病
療
養
受
療
証

4
月
1
日
か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い

保
険
証
・
受
療
証
を
3

月
一一
‘日
に
郵
送

し
ま
し
た
。
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
受

診
す
る
と
き
は
、
必
ず
新
し
い
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証

=
▽
一
般
被
保
険
者
証
-
:藤
色

▽
退

職
被
保
険
者
証・
:ベ
ー
ジ
ュ
色

▽
特

定
疾
病
療
養
受
療
証
:
-白
色

期
限
=
1
3

年
3
月
3
1日

亜
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

住
所
、
氏
名
な
ど
に
誤
り
が
あ
っ
た

り
、4
月
に
な
っ
て
も
保
険
証
・
受
療

証
が
届
か
な
い
と
き
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
・

受
療
証
は
国
民
健
康
保
険
課
ま
た
は
区

民
事
務
所
に
お
返
し
く
だ
さ
い
(
郵
送

可
)

問
先
=
▽
保
険
証
・
:資
格
賦
課

係

▽
受
療
証・
:
保
険
給
付
係

4
月
は
老
齢
福
祉
年
金
の

支
払
い
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
は
、4
月
9
日
か
ら

指
定
の
郵
便
局
で
受
け
取
れ
ま
す
。
な

お
、4
月
は
、老
齢
福
祉
年
金
証
書
(
緑

色
の
手
帳
)
を
国
民
年
金
課
に
提
出
す

る
時
期
で
す
。
年
金
を
受
け
取
っ
た
ら

至
急
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す

る
も
の
1
年
金
証
書
(
緑
色
の
手
帳
)
/

印
鑑
(
代
理
人
の
方
が
受
け
取
る
と

き
は
、
代
理
人
の
印
鑑
も
必
要
)

問

先
=
国
民
年
金
課
給
付
係

1
1年
度
の
納
付
書
を

お
送
り
し
ま
す

剛一
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
(
前
期

分
)
を
4
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。
つ

づ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
切
り
離
さ
ず

に
、
金
融
機
関
や
国
民
年
金
課
、
区
民

事
務
所
の
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

期
限
=
▽
1
年
・
6
ヵ
月
前
納
・
:
4月
3
0

日

▽
毎
月
分
…
翌
月
の
末
日

※
1
1

年
度
保
険
料
額
は
1
0年
度
と
同
額
で

据
え
苣
か
れ
る
見
込
み
で
す

問
先
=

国
民
年
金
課
保
険
料
係

都
市
計
画
の
決
定
(
変
更
)

お
よ
び
縦
覧

次
の
都
市
計
画
を
決
定
(
変
更
)
し

ま
し
た
。

・
東
京
都
市
計
画
地
区
計
画
鳥
根
四
丁

目
地
区
地
区
計
画
の
決
定
(
足
立
区
決

定
)

区
域
1
島
根
二
、三
、四
丁
目
、

栗
原
一
、
二
丁
目
各
地
内

圏
東
京
都
市
計
画
高
度
地
区
、
防
火
地

域
お
よ
び
準
防
火
地
域
の
変
更
(
足
立

区
決
定
)

区
域
=
島
根
三
、
四
丁
目

各
地
内

亜
東
京
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更

(東
京
都
知
事
決
定
)

区
域
=
島
根

三
、
四
丁
目
各
地
内

亜
東
京
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
(
東

京
都
決
定
)

区
域
=
新
田
三
丁
目
地

内

内
容
=
ポ
ン
プ
場
の
位
置
・
面
積

と
放
流
渠
の
変
更

-

い
ず
れ
も
I

告
示
日
=
2
月
2
6日

縦
覧
場
所
=
都

市
計
画
係

島根三・四丁目概略図

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

表
―
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
下
水
道
局
北

部
第
一
管
理
事
務
所
業
務
課

き
(
5
6
9
7
)
2
4
5
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
=
計
画
調
整
課
助

成
係 表1　 水洗化可能地域「

丸
の
内
二
丁
目
2
-
1

他

街
区
開
発
事
業
」
の
環
境
影

響
評
価
書
の
公
示
と
縦
覧

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、3
月
2
3
日
に
環
境
影
響
評

価
S
が
公
示
さ
れ
、縦
覧
さ
れ
ま
す
。

縦
覧
期
間
1
3
月
2
4
日
～
4
月
7
日

(
た
だ
し
、土
・
日
曜
日
は
除
く
)
、午

前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分
縦
覧

場
所
=
区
・
環
境
課
、
都
・
環
境
影
響

評
価
審
査
室
(
都
庁
第
一
本
庁
舎
北
塔
3
6

階
)
、
都
・
多
摩
環
境
保
全
事
務
所

(立
川
合
同
庁
舎
4
階
)

※
中
央
図

書
館
、
鹿
浜
図
書
館
、
江
北
図
書
館
、

新
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
、
宮
城
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
(
閲
覧
時
間
は
開
館
時
間
内
)
。く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問

先
―
都
・
環
境
影
一
評
価
審
査
室

S
(
5
3
8
8
)
3
4
4
0

㈹

区
・
環
境
課
調
整
佩

燃えない建物を
建てる方に助成します

11年3 月31日に環状7 号 線ほか
2 地区事業終了

区
で
は
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
一
環
と
し
て
、
大
地
震
時
の
火

災
に
対
し
安
全
な
「
避
難
路
」
や
「
延

焼
遮
断
帯
」
を
整
備
す
る
た
め
、
都
市

防
災
不
燃
化
促
進
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
事
業
は
、不
燃
化
促
進
区
域
内

で
事
業
実
施
期
間
中
、
一
定
の
基
準
に

合
っ
た
不
燃
建
築
物
を
建
て
る
方
に
工

事
費
の
一
部
を
助
威
し
、
建
物
の
不
燃

化
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
区
域

内
で
建
物
を
建
て
よ
う
と
お
考
え
の
方

は
ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。ま
た
、
建

築
工
事
着
手
ま
で
に
助
成
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
在
右
図
の
5
地
区
で
実
施
し
て
い

ま
す
が
、環
状
7
号
線
・
日
光
街
道
北
部

・
補
助
川
号
線
の
3
地
区
は
、3
月
3
1

日
で
事
業
終
了
で
す
。な
お
。助
成
対
象

と
な
る
の
は
、
事
業
終
了
日
に
完
成
し

て
い
る
建
築
物
で
す
。

※
不
燃
化
促

進
区
域
と
は
、
指
定
路
線
の
道
路
の
両

側
か
ら
お
お
む
ね
3
0
m以
内
の
区
域
お

よ
び
中
央
本
町
と
梅
島
の
一
部
区
域
で

す

問
先
り
防
災
ま
ち
づ
く
り
係

4月の国民年金の相談と説明会
国民年金の手続きや、保険料の納付についてご相談に応じます。

区民 葬儀料金の改定
区民葬儀利用券を発行しています

区
民
葬
儀
は
、
火
葬
料

金
、
霊
柩
運
送
料
金
、
葬

祭
料
金
、
遺
骨
収
納
容
器

代
の
ラ
ン
ク
に
よ
り
、
約
1
3

万
円
か
ら
3
2万
円
の
範

囲
で
利
用
で
き
ま
す
。4

月
1
日
か
ら
、
料
金
の
一

部
が
改
定
に
な
り
ま
す
。

問
先
上
尸
籍
届
出
係

表2　 火葬料金

※ 非課税扱い。A 料金斎場( 町屋・四ツ木・谷
塚・堋ノ内・代々幡・桐ヶ谷・戸田・多磨) B
料金斎揚(落合)は平成11年4月から工事予定

表3　 霊柩運送料金

表4　 遺骨収納容器代

表5　 葬祭料金

※ 渦5 纎以 下の小人はA ・B ・
C とも に1, 000 円割引

ひ
ろ
ば

区
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
事
業
で

す
。
掲
載
内
容
の
責
任
は
当
事
者
閧
で

お
願
い
し
ま
す
。

=
催
し
物
=

★
足
立
よ
い
映
画
を
み
る
会
3

月
2
9

日
丱
・
3
0日

㈹
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時

・
午
後
1

時
/

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
/

「
ぽ
く
と
き
ど
き
ぶ
た

」「
機
関
車
先
生
」/
8
0
0

円
(
3

歳
以
上
)
/

荒
井

霑
(
3
8
5
8
)
3
0
4
8

★
西
新
井
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ーフ
ブ
2
5
周
年

記
念
講
演
会
「
永
六
輔
氏

、
心
を
梧
る
」
4

月
2

日
啝

午
後
5

時
3
0分
開
場
、
6

時
開
演
/
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
/

無

料
/

益
子

S
(
3
8
5
5
)
0
3
3
9

★
フ
ーフ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
講
習
会
4

月
2
2

日
宋
、
午
前
H

時
・
午
後
2

時

、
2
5

日
剛

、
午
後
2
時
/

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/

事
前
申
込
/

佐
藤

昔
(
3
8
5
3
)
3
9
6
5

★
家
庭
教
育
講
座

「
親
と
し
て
の
し
あ

わ
せ
」4

月
1
7
日
出
、
午
後
2

時
～
4

時
/

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
研
修
室
/

千

円
(

前
払
)
/

事
前
申
込
/

手
島

昔
(
3
8
5
7
)
5
3
6
2

=
募
集
=

★
俳
句
初
歩
の
会
毎
月
第
4
日
曜

日
、午
後
1
時
～
4
時
/
千
住
ス
ポ
ー

ツ
公
園
集
会
室
ほ
か
/
月
額
千
割
円
/

中
高
年
・
障
害
者
で
初
心
者
/
小
林

昔
(
3
8
7
0
)
3
4
1
0

★
将
棋
(
棋
好
会
)
毎
週
日
曜
日
、

午
後
6
時
～
9
時
、毎
月
第
4
日
曜
日
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時
/
佐
野
セ
ン
タ

ー
ほ
か
/
会
費
千
円
(
3
ヵ
月
分
)
/

嶋
根

き
(
3
8
8
5
)
2
1
1
9

★
エ
ン
ジ
ョ
イ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎

週
土
曜
日
、
午
後
7
時
～
9
時
/
西
部

区
民
ホ
ー
ル
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月

額
3
千
5
0
0円/
初
・
中
級
者
/
も
た
い

豐
(
3
8
9
7
)
8
4
7
3

★
油
絵
サ
ー
ク
ル
彩
々

毎
週
木
曜

日
、
午
後
6
時
3
0
分
～
9
時
/
中
央
本

町
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
5
0
0
円
/
吉
野
　
　
　
　

豐
(
3
8
8
7
)
2
4
4
6

★
す
わ
ぎ
太
極
拳
毎
週
金
曜
日
、午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
/
伊
興
セ
ン
タ
ー

ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
3
千
弼
円
/

郡
司

昔
(
3
8
9
9
)
0
3
7
0

★
水
墨
画
(
墨
秀
会
)
毎
月
第
2
・

第
4
火
曜
日
、午
後
6
時
～
9
時
/
エ

ル

ーソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
月
額
2
千
5
0
0円/

大
島

き
(
3
8
9
6
)
0
4
9
2

★
江
北
バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル

毎
週
月
曜

日
、
午
後
3
時
3
0分
(
幼
児
)
・
6
時

(
中
学
生
以
上
)
/
江
北
セ
ン
タ
ー
ほ

か
/
入
会
金
3
千
円
、
月
額
3
千
円
/
4

歳
以
上
の
男
女
/
藤
田

登
(
3
8
5
4
)
0
2
5
1
(
夜
間
)

★
い
ず
み
コ
ー
ラ
ス
毎
週
木
曜
日
、

午
後
1
時
～
3
時
/
舎
人
セ
ン
タ
ー
ほ

か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
3
千
鴎
円
/

国
府
田

登
(
3
8
9
7
)
4
6
6
7

★
花
畑
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
ク
ラ
ブ
毎

週
金
曜
日
、午
後
3
時
3
0
分
～
4
時
3
0

分
/
花
畑
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千

円
、月
額
2
千
円
/
3
～
6
歳
の
女
児

/
田
岡

登
(
3
8
5
9
)
6
0
0
9

★
大
正
琴
吉
井
流
(
琴
路
会
)
毎
月

第
1
・
第
3
月
曜
日
、午
後
1
時
～
3

時
/
竹
の
獗
第
3
団
地
集
会
所
/
月
額
3

千
円
/
小
池

公
(
3
8
5
9
)
3
7
8
4

★
リ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
ン
フ
ー
し
か
は
ま

毎
週
火
曜
日
、
午
後
7
時
3
0分
1
8
時
3
0

分
/
鹿
浜
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金

千
5
0
0円
、
月
額
4
千
円
/
中
高
年
の
男

女
/
板
倉

昔
(
3
8
9
9
)
5
8
9
7

★
足
立
太
極
拳
ク
ラ
ブ
毎
週
土
曜

日
、午
前
1
0
時
～
正
午
/
中
央
本
町
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
3
千
円
、
月
額
3

千
円
/
初
心
者
/
小
林

霖
(
3
8
5
9
)
6
7
4
9

※
ひ
ろ
ば
欄
掲
載
希
望
の
方
は
広
報
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

□ 国保休日相談　日時=3月28日( 日) 、午前9時～午後4時　場所=国民健康保険課　問先=滞納整理第一・第二係　3880- 5111㈹
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新
緑
の
施
設
見
学
会
　
参
加
者
募
集

日
時
a
▽
個
人
コ
ー
ス
…
5
月
7
日
、

1
1
日
、1
2
日
▽
団
体
コ
ー
ス
…
5
月

1
3
日
、
1
4
日
▽
親
子
コ
ー
ス
…
5
月

8
日
、1
5
日
午
前
9
時
～
午
後
4
時

コ
ー
ス
=
左
表
対
象
―
区
民
(
親
子

は
、3
歳
～
中
学
生
と
保
護
者
)
定

員
=

各
日
2
3
人
(

抽
選
)

費
用
―
無

料

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に

希
望
日
(

第
2
希
望
ま
で
可
)
、参
加
者
全
員
(
3

人
ま
で

、
団
体
は
代
表
者
の
み
)

の
住

所
、
氏
名

、
年
齢
、
電
話
番
号

、「
施
設

見
学
会
」
と
明
記

。期
限
1
4

月
1
5
日

必
着

申
・
問
先
=
広
報
課
-
t
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹▲ 都市農業公園

施
設
見
学
会
コ
ー
ス

区
役
所
(
集
合
、
た
だ
し
団
体
は
希
望
場
所
)～
中
川
処
理
場
(
親
子
卩

ド
ス
は
都
営
バ
ス
千
住
車
庫
)～
都
市
農
業
公
園
(
昼
食
)
I
ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ
～
生
物
園
I

区
役
所
『
解
散
、
団
体
は
希
望
場
所
匸

花だ よ り

土 筆

昔
は
、
日
当
た
り
の
良
い
土
手
な
ど

い
た
る
所
で
見
ら
れ
、
。
ツ
ク
シ
"
を
摘

ん
だ
思
い
出
を
お
持
ち
の
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
近
は
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
道
路
が

増
え
、
身
近
に
見
つ
け
る
の
も
難
し
く

な
り
ま
し
た
。

ツ
ク
シ
は
シ
ダ
の
仲
間
で
、
ス
ギ
ナ

の
胞
子
を
作
る
た
め
の
地
上
茎
で
す
。

こ
の
地
上
茎
が
伸
び
て
、
て
っ
ぺ
ん

の
胞
子
魏
が
花
が
咲
い
た
ぷ
つ
に
開
く

と
盛
ん
に
胞
子
を
飛
ば
し
ま
す
。
こ
れ

が
終
わ
る
と
程
な
く
し
ぼ
ん
で
し
ま

い
、そ
の
後
ス
ギ
ナ
が
伸
び
て
き
ま
す
。

和
名
の
。
土
筆
"
は
、
胞
子
穂
が
筆

の
先
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
つ
い
た
と

の
こ
と
で
す
。

茎
に
つ
い
て
い
る
は
か
ま
を
取
り
除

き
、
ゆ
で
て
油
い
た
め
や
卵
と
じ
、
煮

物
な
ど
に
し
て
食
べ
ら
れ
ホ
y
。

A
公
園
緑
地
課
V

幹
言
シ
の
あ
歯
甲
莅
皿

蒜

斜

赳

※
公
園
か
ら
道
路
に
出
る
と
き

は
、
飛
び
出
‘
{夛
、
右
・
左
を
見

て
、
車
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

(鰕
物
の
和
名
漢
字
は
当
て
宇
も
あ

髦

ヂ

が
、
興
味
あ
る
宇
が
多
い

の
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

) 絵: 小山内ツル子さん(千住柳町)

あ だちカ レンダ ー　4 月 皆さ んの声を区政へ生かす広聴ハガキをご利用ください
広聴ハガキは、区役所の受付、区民事務所などの区施設の
窓口にあります。 問先=広聴相談係R380O- 5) 11 ㈹FAX38BQ- 567B

☆印のついたものは、今号に記事が掲載されています

学び の 情報を電話でキャッチ!

生涯学習情報ダイヤル 　3605- 7181( 生涯学習館)
午前10時～午後5時　※ 生涯学習館の休館日を除く毎日

あ なたの探す 講座やイベントを 、区内情報を中 心に 、いつ 、どこで開催されるかをご案内し ます

古紙配合率70% 再生紙を使用しています
Y. O. K. 280, 000


